
別紙５  感染性の疾病・その他                                     
登園のめやす：登園基準を満たし、医師の診断(登園許可証)を受け、全身状態がよくなり、給食を食べることができる     症状は個人により差がありますので医師によくご相談ください                        

 患 名 予防接種 主 な 症 状 潜伏期間 登園基準（休ませる期間） 併発しやすい病気や症状 

１ 麻 疹（はしか） ○ 高熱、咳、鼻水、結膜炎。コプリック斑が頬の裏側に出る。やがて赤い発疹が全身に出る。 ７～1８日 解熱した後 3日経過するまで。 中耳炎・肺炎・脳炎 

2 風 疹（三日はしか） ○ 発熱、赤い発疹が全身に出る。目の充血、首のリンパ腺が腫れる。 14～2３日 発疹が完全に消失するまで。 関節炎   

３ 水 痘（みずぼうそう） ○ 頭部、口腔内を含め赤い発疹が全身に出る。やがて水疱を形成し、かさぶたになる。 1０～21日 すべての発疹がかさぶたになるまで。 皮膚の細菌感染症、肺炎 

４ 
流行性耳下腺炎 

（おたふくかぜ） 
○ 耳の下、あごの下の腫れと痛み、嘔吐、発熱。 1２～2５日 

耳下腺及びあごの下の腫れが出現してから 5 日過ぎ、

かつ全身状態が良くなるまで。 

髄膜炎 

難聴（片側だけの場合もある） 

5 
アデノウイルス感染症 

咽頭結膜熱（プール熱） 
― 高熱、咽頭炎、目の充血。目やに、まぶたの腫れ。 ２～１４日 

主要症状が消失した後 2日を経過するまで。 

プール遊びは、１ヶ月水遊びでの対応。 

 

6 百日咳  ○ 咳が次第に強くなり、1～2週間特有の咳発作（コンコンヒュー）が出る。 ５～1２日 特有の咳が消えるまで。又は 5日間の適正な内服治療を終了するまで。 肺炎・脳症 

7 結 核   ○ ２週間以上続く咳、痰、発熱。 数ヶ月～数十年 感染のおそれがなくなるまで。 結核性髄膜炎 

8 髄膜炎菌性髄膜炎 ―     

9 
腸管出血性大腸菌感染症 

（Ｏ-１５７など）  
― 激しい腹痛、頻繁な水様便、さらに血便。発熱は軽度。 １～８日 

症状が治まりかつ、抗菌剤による治療が終了し、48 時間を経過し

連続 2回の検便で陰性が確認されるまで。 

溶血性尿毒症症候群 

脳症（３歳以下の発症が多い） 

10 流行性角結膜炎（はやり目） ― 涙、目の充血、目やに、耳前リンパ節の腫脹と圧痛。 ２～1４日 結膜炎の症状が消失するまで。  

11 急性出血性結膜炎 ―     

12 性胃腸炎全般（おなかの風邪） ― 発熱、嘔吐、下痢。 
ノロウィルス 12～48時間 

ロタウィルス 1～3日 

症状が治まり、普段の食事ができ、全身状態が良くなる

まで。プール遊びは、３週間水遊びでの対応。 

脱水・けいれん・脳炎 

まれに脳症 

↓医師の診断を受け、登園届けを持参して、登園していただく感染症。感染拡大を防ぐため、基準を満たしていない場合は、お預かりできません。 

1 手足口病 ― 1～5ｍｍの水疱が手足口などに出る。 3～６日 口腔内の発疹がおさまり、全身状態が良くなるまで。 脳炎・髄膜炎・心筋炎 

2 帯状疱疹  ― 小さい水を持った発疹が神経にそって帯状に出現。痛みが強い。 不 定 全ての発疹が乾いて、かさぶたになるまで。  

3 溶連菌感染症 ― 発熱、咽頭痛、いちご舌、発疹。 2～5日 抗生剤開始後２４～４８時間経過し、全身状態が良くなるまで。 リウマチ熱 

4 ＲＳウイルス感染症 ― 発熱、鼻水、咳、呼吸困難。乳幼児は気管支炎から呼吸困難になりやすい。 2～8日 呼吸症状がおさまり、全身状態が良くなるまで。 乳児期：肺炎・細気管支炎 

5 マイコプラズマ肺炎 ― 
咳、発熱、頭痛などの風邪症状がゆっくり進行。 

しつこい咳が特徴で、咳が 1 ヶ月以上続くケースもある。 
７～2８日 

急性期が過ぎて症状が改善し、全身状態が良くなるま

で。（医師の指示による） 

重症肺炎・中耳炎 

無菌性髄膜炎・脳炎 

6 ヘルパンギーナ ― 高熱と咽頭痛、のどの奥の水疱が特徴。 ３～６日 
解熱後 1日以上経過し、普段の食事ができること。 

プール遊びは、１ヶ月水遊びでの対応。 

脱水・けいれん 

7 伝染性紅斑（りんご病） ― 軽い風邪症状のあと、頬が赤くなったり手足に網目状(レース様)紅斑が出る。 ４～2１日 全身状態がよければ登所可。 関節炎・溶血性貧血・紫斑病 

8 突発性発疹 ― 発熱後に発疹、高熱の為ひきつけを起こすこともある。 約 10日 
解熱後 1 日以上経過し、全身状態が良くなること。（医

師の指示による） 

熱性けいれん・脳炎 

肝炎 

9 伝染性膿痂疹（とびひ） ― 
顔や手足に米粒大の赤い発疹。水疱からの浸出液が皮膚につくこ

とで次々に発疹が増えていく。 
2～10日 

湿疹が乾燥していること。またはガーゼで覆えること。 

治癒するまで水遊び× 

アトピー性皮膚炎がある場合には重

症になることがある 

その他 

1 ヘルペス口内炎 ― 口内炎、口周囲の水疱、口腔内の疼痛、口唇や歯肉の腫れ。 ２～１４日 哺乳・食事ができること。  

2 水いぼ ― 泡粒の様な小さな丘疹。脇下、皮膚が擦れ合う柔らかいところに出来る。 2～7週間 症状によって対処していただくこと。治癒するまでプール×  

3 アタマジラミ ― 
小児では初期は無症状のことが多くその後かゆみを伴う。 

髪の毛に成虫や卵がある。 

10～14日 

産卵からふかの期間 
駆除を開始していること。 

 

4 インフルエンザ ○ 発熱、悪寒、関節痛、咳、頭痛、下痢、嘔吐など。 １～４日 
発症日を0日として、5日を経過し、かつ解熱した後３日間経過

するまで。※登園許可証は必要なし。 

肺炎・中耳炎・脳症 

熱性けいれん 

5 新型コロナウイルス ○ のどの痛み、咳、鼻水、発熱、味覚・嗅覚障害など。 2～7日 
発症日を 0 日として、５日を経過し、かつ症状が軽快した後、２

４時間経過するまで。※登園許可証は必要なし。 

様々な後遺症 

糖尿病 

 


